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※
県
外
視
察
研
修
及
び

　
　

事
務
調
査
を
実
施

原
発
に
対
す
る
研
修
報
告

　
　
（
文
教
経
済
常
任
委
員
長　

宮
本
昭
一
）

　

10
月
５
日
〜
７
日
に
お
い
て
県
外
視
察
研

修
及
び
事
務
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
佐
賀
県
玄
海
町
の
玄
海
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
に
行
き
、
原
発
に
関
す
る
講

義
や
施
設
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

美
し
い
海
と
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た

玄
海
原
子
力
発
電
所
で
、
そ
の
敷
地
内
に
広

が
る
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
は
、
科
学
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
九
州
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
施
設
で
あ
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
午
前
中
に
玄
海
町
の
議
会
に
赴

き
、
原
発
に
対
す
る
取
り
組
み
や
安
全
対
策

等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

玄
海
町
は
、
人
口
６
，
５
０
０
人
弱
の
町
で
、

松
浦
半
島
の
中
央
に
位
置
し
、
海
岸
は
玄
海

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
対
馬
暖
流

の
影
響
を
受
け
る
全
国
で
も
有
数
の
漁
場
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
31
年
９
月
に

値
賀
村
と
旧
有
浦
村
の
合
併
に
よ
り
玄
海
町

が
誕
生
し
、
翌
年
旧
切
木
町
の
一
部
を
編
入

し
、
現
在
の
行
政
区
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
率
は
約
25
％
で
、
原
発
の
交
付
金
等

が
主
な
財
源
で
あ
り
、
交
付
金
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
学
校
の
用
務
員
・
電
気
料
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
人
件
費
等
へ
も
充
当
さ
れ
て
お

り
、
原
発
交
付
金
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま

※
広
報
研
修
に
参
加

　

去
る
、
８
月
31
日
に
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル

ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま
で
開
催
さ
れ
、
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
作
成

の
為
の
研
修
で
あ
り
、
県
内
各
市
町
村
の
広

報
担
当
議
員
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
研
修
内
容

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
が
、
広
報
紙
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

○
議
会
広
報
紙
の
基
本
に
つ
い
て

○
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
市
町
村
政
研
修
会

　

去
る
、
８
月
５
日
に
鹿
児
島
市
の
市
民
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
出
席
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
県
内
の
市
町
村
長
や
議
員
が

一
堂
に
会
し
、
研
修
を
行
う
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

す
。

　

現
在
原
子
力
発
電
は
４
基
の
内
、
３
基
が

停
止
し
て
お
り
、
再
稼
動
す
る
ま
で
交
付
金

の
減
額
が
予
想
さ
れ
、
財
政
的
に
厳
し
く
な

る
と
い
う
事
で
し
た
。

防
災
行
政
無
線
に
対
す
る
研
修
報
告

　
　
（
総
務
厚
生
常
任
委
員
長　

中
山
美
幸
）

　

福
岡
県
嘉か

ま

し
麻
市
は
平
成
18
年
３
月
に
旧
山

田
市
・
稲
築
町
・
碓
井
町
・
嘉
穂
町
の
１
市

３
町
が
合
併
し
人
口
４
３
，
４
７
４
人
の
市

で
あ
る
。
地
域
住
民
へ
の
情
報
伝
達
に
時
間

を
要
し
合
併
前
の
防
災
行
政
無
線
は
各
市
町

の
違
い
や
老
朽
化
の
た
め
災
害
時
に
お
け
る

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
20
年
度
に
事
業
費
３
億
１
，
８
０
０
万

円
で
デ
ジ
タ
ル
法
式
で
戸
別
受
信
機
な
し
の

防
災
行
政
無
線
（
沖
電
気
製
）
が
導
入
さ
れ

た
と
の
事
で
し
た
。
大
雨
や
強
風
時
は
聞
こ

え
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
希
望
者
に
は

有
料
に
よ
る
戸
別
受
信
機
（
４
６
，
２
０
０

円
定
価
）
の
斡
施
も
考
え
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。
又
、
議
場
に
は
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

庁
舎
と
一
部
公
共
施
設
ま
た
、
旧
町
の
一
部

に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
も
あ
り
、
議
会

の
様
子
が
生
放
送
さ
れ
住
民
誰
も
が
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
事
で
し
た
。

　

本
町
は
農
業
主
体
の
地
域
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
災
害
時
の
情
報
伝
達
は
戸
別
受
信

機
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
両
方
を
設
置
し

ロ
ー
カ
ル
（
集
落
単
位
）
放
送
な
ど
も
併
せ

て
で
き
る
機
器
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。

○
「
国
家
の
危
機
管
理
」

　
　

軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト　

小
川
和
久 

氏

○ 

「
震
災
復
興
と
日
本
経
済
再
生
の
処
方
せ
ん
」

　

同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　

研
究
家
教
授　

浜 

矩
子 

氏

※
大
崎
町
に
県
外
か
ら
視
察

　

８
月
４
日
、
熊
本
県
の
和
水
町
議
会
が
本

町
議
会
の
運
営
状
況
・
議
会
広
報
の
発
行
状

況
と
い
う
項
目
で
、研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、議
案
審
議
や
一
般
質
問
の
方
法
・

議
会
広
報
の
発
行
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
日
は
、
福
岡
県
の
粕
屋
町
議
会

が
本
町
議
会
の
運
営
状
況
・
活
性
化
に
向
け

た
取
組
み
と
い
う
項
目
で
、
研
修
に
来
ら
れ

ま
し
た
。

　

内
容
は
、議
案
審
議
や
一
般
質
問
の
方
法
・

議
員
活
動
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

訂
正

 

議
会
だ
よ
り
１
２
０
号
で
次
の
箇
所
が
誤
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
以
下
の
通
り
に
訂
正
し
て
掲
載

致
し
ま
す
。

９
ペ
ー
ジ
２
段
⽬
12
⾏
…

⼤
崎
も
の
づ
く
り
会
館
は
会
館
設
備
費
に

 

誤 

３
，３
０
０
万
円

 
 
 
 

↑

 

正 

３
，３
０
０
千
円

ふ
る
さ
と
雇
⽤
再
⽣
特
別
基
⾦

 

誤 

７
，５
０
０
万
円

 
 
 
 

↑

 

正 

７
，５
０
０
千
円

玄海エネルギーパークでの視察


